
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2208回  平成 30年 10月 11日 

国際ロータリー第 2720地区 

髙山泰四郎ガバナー公式訪問 及び  

熊本第2グループ 肥後大津RC・菊池RC合同例会 

SAA【杉田不二男】 

●点鐘 

●国歌斉唱 君が代 

●ロータリーソング 【奉仕の理想】 

ソングリーダー 大田黒理恵 

●代表会長司会 【岡本雄治】 

・ビジター紹介 

RI2720地区ガバナー   高山泰四郎様 

地区副幹事    吉武俊一様 

熊本第 2グループガバナー補佐  住永栄一郎様 

ガバナー補佐幹事   西山晃史様 

肥後大津 RC会員の皆様 

●会長挨拶 【岡本雄治】 

水と緑と出湯の街 菊池

にお出で頂きまして、本

当にありがとうございます。

昨日は阿蘇 RC と肥後小

国 RC の合同例会があり

ました。2 日続けての公

式訪問になります。10 月

だけでも髙山ガバナー様は 11 会場でガバナー公式訪

問をされています。そして、訪問クラブは菊池クラブで

60クラブ目、肥後大津RCが61クラブ目となるそうで、

ほんと頭の下がる思いです。お身体に留意されて、な

お一層ご活躍されることをご祈念申し上げまして会長

挨拶とします。本日はどうぞよろしくお願いします！ 

●代表幹事報告【白石昌朋】 

 職業奉仕大会の案内が届き

ました。 

日時：12月2日（日）13時～

16時 30分 

場所：大分市 ホテルザーズ 

定員：150名（先着順） 

申込締切：11月 5日（月） 

 国際ロータリー日本事務局より、10 月 24 日の世

界ポリオデーにむけた「エンド ポリオ ナウ」のリソ

ースの案内が届きました。 

 

●ガバナー補佐挨拶【住永栄一郎様】 

本日は肥後大津 RC,そして菊池

RC合同の例会ということで、お招き

いただきましてありがとうございます。

そしてまた、沢山の方々にお集まり

いただきまして、本当にありがとうご

ざいます。本年、第2グループガバ

ナー補佐をさせて頂いております、

熊本りんどう RC の住永栄一郎と申します。よろしくお願

い致します。私が前回、皆様のところにお邪魔したのが

7 月の初めから中頃にかけてだったかと思います。その

時にお話しさせて頂いたのは、本年の RI会長のバリー・
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  インスピレーションになろう 
                    RI会長 バリー・ラシン 

   地区スローガン 

  ～ロータリーは心の太陽～ 

     「ロータリーを信奉し、奉仕に行動しよう」 
                              RI２７２０地区ガバナー 高山 泰四郎 

 
 



ラシン会長がテーマに掲げていらっしゃいます「インスピ

レーションになろう」ということを私なりに解釈してお話し

させて頂きました。皆さん、どうでしょう？インスピレーシ

ョンになって頂いていますでしょうか？ぜひインスピレー

ションになるべく、頑張って頂ければと思います。私たち

は 2 年前、大きな震災を経験しましたが、前回大津、

菊池クラブを訪問した後に阿蘇 RC にお邪魔させて頂

いた時、その日の数日前に広島の大災害が発生した

かと思います。私達も全国各地からその時にお世話に

なったものですから、広島から直接お世話になった訳

ではありませんでしたが、いち早く駆け付けたいと思いま

した。どこかから借りた恩はどこかに返さんといかんとい

う思いでうちのクラブの会長と「一回広島を見に行こう

や」ということで、阿蘇 RC の例会後に阿蘇まで迎えに

来てもらって、昼過ぎだったかと思いますが、すぐ阿蘇

の山を越えて、高速で広島まで向かわせてもらいまし

た。着いたのは 10 時頃だったと思いますが、普通なら

広島まで 6時間かかるかかからないくらいと聞いていま

したが、実際は 9 時間位かかったと思います。特に広

島市内から呉の街の中は車で行けば 30 分位の距離

なんですが、そこまで行くのに3時間位かかりました。現

場を見てビックリしたのは、山から水を溜めるダムが決

壊して土砂が、流れてきている訳ですが、川が氾濫し

て、川が全部砂で埋まってしまい、逆に家の高さまで積

み上がって、逆にその土砂が周りの家にも流れ込んで

いって、家の中が簡単に言うと家の中がまるまる砂で

埋まっている状態になっておりました。家は崩れ、車も

全部埋まってしまって庭もない、テレビで見たままの状

態だと思います。それを見た瞬間に「これはすぐになん

かせんといかんやろ」「いますぐなんか出来ること、なん

かないや？」ということで、とりあえず 1 回帰って、それ

なりの格好でこんといかんやろということで、例会の後、

そのまま革靴で行ったものですから、また、次の日が肥

後小国 RC さんの訪問も控えておりましたので、次の日

の朝一で新幹線で帰りまして、小国さんにお邪魔して、

そのまま戻って新幹線で数名と共に作業に行かせて頂

きました。そこに行った時に、今、プライバシーがもの凄

く厳しくなっていまして、熊本の時もそうでしたが、「被害

者の方がいらっしゃるので、とにかく写真を取らないで」

と言われました。その時に、“災害慣れした感”を感じま

した。ボランティアが凄く少なくて、本当にびっくりしまし

た。私たちが行ったのが災害が起こって 10日後位だっ

たかと思いますが、そこに集まったボランティアは約 30

名位でした。益城町には当時1,000人から1,500人位

のボランティア登録があっていました。ですので、「これ

だけですか？」と聞いたところ、テレビのワイドショーでも

一部は流れるのですが、どうしても発信をしなくなってき

たので、何とかなっとるんだろうなという感覚が自分達

にもありました。ですが、実際現場に行くと、もの凄く違

っていて、「やっぱり現状を発信しないと人は集まりませ

んよ」とボランティアセンターに掛け合って、「少し離れ

たところから、人が映らないように撮ってくれ」と言われ

たものですから、そのようにさせて頂いて、発信しました

ところ、私の友人だったり、大分地区のロータリーのメン

バーだったりから、「そうだったんかい！あんまりテレビで

見なくなっとったもんだから、大したことないと思っとった」

と言われました。「ずいぶんボランティアが足りない状態

だから、ぜひ身体が空いておられる方で時間の都合が

つく方は是非行かれた方が良いと思いますよ」とお話を

しましたところ、私が以前、地区の活動をしていた時に

お友達になって頂いた方が「そんなだったらすぐ行くわ

～」と言われて、すぐ大分のロータリーのメンバーに言っ

て頂いて、来て頂きました。その後、いろんなところから

連絡が来まして、およそ 7 組のメンバーの方が広島の

方に支援に行かれたかと思います。バリー・ラシン会長

が「インスピレーションになろう」要は「発信者になれ」と

いうこと、私がメンバーと一緒に行動を起こし、それが

若干なり波及することにより、同じロータリー、奉仕を中

心に活動しているメンバーが動いてくれたことを嬉しく思

っています。ロータリーの“奉仕”は人々の人生を変える

こと。そして、地域社会に変化をもたらすことじゃないか

な、と思っております。本日は髙山ガバナーのアドレス

を頂きます。是非皆様方が本年の事業計画の中に少

しでも髙山ガバナーの思いを少しでも組み込んでいた

だいて、地域の皆様に、そして社会全体に少しでもロー

タリーの活動が根付けばいいなと思います。お集まり頂



いた皆様方、本当にありがとうございます。今日一日、

宜しくお願いします。 

 

〇ガバナーアドレス【髙山泰四郎様】 

今日は予定の時間より時間

を少し長く頂いています。本

年度、ガバナーをさせて頂い

ております、髙山と申します。

今日は肥後大津 RCさん、菊

池 RC さんの合同公式訪問

にお招き頂きまして誠にあり

がとうございます。少し自己紹介をしようと思っています

が、私の所属は大分 1985RC と申しまして、1985年に

創立したクラブです。会員歴は今年度で 39年目に入り

ました。現在 77歳でございますので、ちょうど人生の半

分をロータリーで過ごしていることになります。職業分類

は印刷業でございます。皆さん、ちょっと見て頂きたい

のですが。今日は会長さんが先程、点鐘されましたの

は、金色の鐘になっております。これは何かと申します

と、東京 RC が日本最初の RC としてできたのが 1920

年でございまして、再来年で、日本の RC 創立 100 周

年を迎えるわけでございます。丁度、2020 年はオリン

ピックイヤーですが、この時には 100周年を記念する、

いろんな諸行事や記念事業が着々と実行委員会の方

で進められていますが、その計画の中の一環として、金

色の鐘を各地区にひとつづつ、配給がありました。純金

だといいんですけど、純金ではありません。音色は通常

のものより、響きがいいように聞こえます。これは「各地

区の公式訪問の際に持参して、会長さんに点鐘して頂

きなさい」という指令が出ておりまして、これをジュラルミ

ンのケースに入れますと、8キロぐらいになりまして、もの

凄く重くなります。本当に純金のような感じがしますけれ

ど、いつも地区副幹事さんに持って歩いて頂いている

んで、大変恐縮しております。そんないわれのある鐘で

ございます。下には木の台座が付いていまして、2070

地区すべてのクラブの名前が刻んでありまして、最初、

熊本 RC から始まって、出来た順に始まって、最後、

OKRC で終わっていて 75 クラブ名が刻まれています。

後程、ご覧になって頂きたいと思います。先程、会長さ

んからお話を頂きましたが、今日の 2 クラブを含めまし

て、61クラブ/75クラブ、ちょうど8割程になるかと思い

ますが、公式訪問も無事終了しております。 

今年の夏、皆様は熱中症は大丈夫だったでしょうか？

今年は大変な暑さでしたが、私も熱中症にかかりまして、

かなり重症で、まだ、治っていません。というのも、“ロー

タリー熱中症”といって、本当の熱中症ではございませ

んので、健康には全く問題ありません。毎日、ロータリー

に熱中していまして、朝から晩まで、ロータリーの事ばっ

かり考えて行動しています。夜になりますと、ベットの中

で、明日の予定を考えながら、過ごすという…、これほ

ど仕事に熱中したら、よっぽど会社も良くなったんじゃな

いかと思うくらい、大変な熱中症にかかっております。こ

れまで 61 クラブ回った中で、色々なクラブの様々な形

がありまして、ロータリーの素晴らしさを味わわせて頂き

ました。例えば、会員数はピンからキリまであるんですが、

一番少ないクラブは 5 名というクラブが地区の中にあり

まして、一番多いクラブは熊本クラブで 92 名、それか

ら72名というクラブが熊本、大分にそれぞれあったかと

思います。どのクラブにお邪魔しても、例えば 5名くらい

のクラブが意気消沈しているかといえば、とんでもない

話で、非常に健康なんですね。それで、近々周年行事

を迎えるので、年内に 10 名にしますと力強いお話があ

りました。本当にロータリーの活動というものは根強いし、

素晴らしいなあ、と。皆様方ロータリアンの情熱は人数

に関係なく、素晴らしさを発揮しているな、というのが今

日までの実感でございます。 

 

●バナー贈呈 

【菊池 RC 会長 岡本雄治、肥後大津 RC 会長 鍋島

功蔵様】 

●閉会の挨拶【肥後大津 RC 鍋島 功蔵様】 

本日は髙山ガバナー、お越し下さり、

貴重なお話し、本当にありがとうござ

いました。今期も始まったばかりであ

と 9 カ月あります。髙山ガバナーの

考えの下、日々のロータリー活動に



参考にさせて頂きます。ありがとうございました。最後に

今日の合同例会を開催するにあたって、岡本会長をは

じめ、菊池 RCの会員の皆様に準備頂きまして、誠にあ

りがとうございました。 

●点鐘 

●写真撮影 

 

 

〇出席率報告 

 本年度 前年度 

総会員数 19名 23名 

免除 2名 2名 

本日の出席者 15名 17名 

欠席者 4名 6名 

出席率 78.94％ 73.91％ 

MU 4名 2名 

前回修正率 94.44％ 68.18％ 

MU：角田君、森君、杉田君（観月会）、三牧君（理事

会） 

 

 

 

日時：10月 14日（日）13時～ 

場所：菊池市文化会館 

出席者：岡本、小松、三牧、奥村、大田黒、工藤、弥頭 

 

チーム対抗のど自慢大会 


